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のロングベストセラーが

奇跡的なキャスト・スタッフでつ に映画化。

素晴らしい方々に、溢れるほどの愛情を注いでいただいて、

僕の小さな作品を、大きくて温かい映画にしていただいたこと、

心から感謝しております。そして、誇りに思っています。

たぶん、うちのオカンもあの世で畳に額をこすりつけて

恐縮していると思います。 原作者 リリー・フランキー

昭和から平成へ、

日本の真ん中で、日本人の姿を見守る東京タワー。

この国で暮らすすべての人に捧げる、

ただ普通に生きていくことの素晴らしさ、

あたたかさを見つめ直した映画です。

『東京タワー オカンとボクと、時々、オトン』が、つい

に映画になりました。原作は才人リリー・フランキーが

亡き母への思いを中心に、親と子、社会と個人、時代に

よって変わるものと変わら必ものの姿を真っ正直に綴り

210万部を超えるベストセラーとなった作品。相次ぐテ

レビドラマ化など社会現象的ブームが続く中、これぞ本

命版と呼べる劇場用映画の登場です。

主人公“ボク"を演じるのはオダギリジョー。つねに

新鮮なイメージで変身し続ける彼が、ごく普通の男を静

かに演じます a 物語の真の主役とも言える“オカン"には、

名女優、樹木希林ゎ個性的な名バイプレーヤーとして活

躍してきた彼女が、優しく温かく、たくましくてユーモ

ラスな日本の母を、映画の真ん中に立って堂々と演じま

す。そのオカンの若き日を、本格的演技は初挑戦の内田

也哉子が演じることも話題です。母-樹木希林との二人

一役で、映画に本物の親子の必くもりが奇跡的に加わり

ました。オカンとボクにつかず離れず、瓢々と生きる“オ

トン"には実力派の名優、小林薫。いつの世も自分の居

場所を見つけにくい、日本の父の切なきを絶妙に演じま

す。オカンとボクの紳をそつと見守る

の本格派女優、松たカかE子。そのほか、小さな役に至るま

で目を離すことができないスーパーキャスティングが実

現しました。

脚本は原作者と同世代、同郷出身の松尾スズキ。昭和

の筑豊の炭坑町で育った少年が、平成の東京タワーの下

で母を看取る原作の精神を正しく理解し、原作の魅力を

損なうことなく、映画脚本として巧みに再構築しています。

エンディングに深い余韻を残すのは、福山雅治が

ヒューマンな愛を歌う主題歌『東京にもあったんだ J 。

リリー・フランキーの大ファンと公言する福山が、映画

のために書き下ろした感動のバラードです。

監督は『パタアシ金魚 j rさよなら、クロ J の松岡錠司

くから原作に惚れ込んでいた松岡監督は、安易に“泣

かせる映画"ではなく、人と風景の件まいに、日本映画

が本来持っている豊かな心を描き出しました。
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